
「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に基づく情報提供 
令和元年 

ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校 
 
Ⅰ学校の概要・目標及び計画 
 
（１）建学の精神 
   「美しい心と技術の調和」 
 
（２）教育目標 

１．教養高く、知識、技能に優れ、次の世代を担う社会人の養成 
２．自らの創意工夫する能力の育成 
３．お互いに尊重しながら、目標に向かって努力する力の育成 
 

（３）校訓 

Heart（まごころ）、Head（知識）、Hand（技能、所作）をバランスよく学ぶことで、総合力が身

につき、社会に貢献できる有用な人財になれるという法則です。 

 

3Ｈの法則 

１．Heart（まごころ）の育成とは「ホスピタリティマインド、コミュニケーション能力、チーム

ワーク」がある人財の育成。 

２．Head（知識）の育成とは「教養、専門知識、ビジネス能力」がある人財の育成。 

３．Hand（技能、所作）とは、美しく、可愛く、華やかさを正確にスピーディーに表現できる人

財の育成。 

※「人財」造語：才能があり、役に立ち、必要とされる貴重な財産となる人。 

 
（４）理事長及び校長名、所在地、連絡先等 
   学校法人群馬県美容学園 理事長 松本 一郎 
   ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校 学校長 住谷 知彦 
   〒371-0006 群馬県前橋市石関町 136-1 
   TEL:027-289-5550 FAX:027-289-5551 
   E-Mail:burabi@gunbi.ac.jp 
      URL:http://www.gunbi.ac.jp/ 
 
（５）学園、学校の沿革 

昭和２９年  財団法人 群馬県高等理容美容学校設立認可 

昭和３３年  財団法人 群馬県高等美容学校設立認可 

各種学校群馬県知事認可 

http://www.gunbi.ac.jp/


財団法人 群馬県高等美容学校厚生大臣指定認可 

【定員  昼間 100名  通信 200名】 

昭和４２年  財団法人 群馬県高等美容学校厚生大臣定員指定 

【定員  昼間 200名  通信 400名】 

昭和５６年  財団法人 群馬県美容高等専修学校設置 群馬県知事認可 

【定員 美容高等課程 200名  別科 400名】 

平成  ９年  学校法人群馬県美容学園設立 

平成１０年  群馬県美容専門学校 群馬県知事認可 

【定員 美容専門課程 400名 別科 240名】 

厚生大臣指定養成課程及び定員指定 

【定員 昼間課程 400 名 通信課程 240名】 

  平成１１年  現在地に新校舎移転 

  平成２０年  群馬県美容専門学校 新学科設置  

トータルビューティー科 【定員 女子 120名】 

         新学科設置に伴い校舎およびホール増設 

  平成２２年  群馬ブライダルビジネス専門学校 群馬県知事認可 

         ブライダルスペシャリスト学科設置 【定員 商業実務専門課程 80名】 

  平成２３年  群馬県美容専門学校 新学科設置  

ビューティースタイリスト学科  【定員 男女 60名】 

         エステティック学科  【定員 女子 60名】 

  平成２８年  群馬県美容専門学校 新学科設置  

ビューティテクニカル学科 【定員 男女 40名】 

平成２８年  アーツ サウンド ビジュアル専門学校 群馬県知事認可 

       文化･教養専門課程  舞台音響照明学科 【定員 男女 40名】  

ビジュアル・サウンド学科 【定員 男女 40名】 

ライブ･イベント学科 【定員 男女 40名】 

平成２９年  群馬県美容専門学校 新学科設置  

サスーン スクールシップ ヘアスタイリスト学科 【定員 男女 80名】 

平成３０年  群馬ブライダルビジネス専門学校 

         ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校に 4月校名変更 

  平成３１年  ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校 新校舎に移転 

 

Ⅱ各学科等の教育 

 

（１）学科名、入学定員数、入学者数、在学総数 

R1.5.1現在 

学科名 入学定員 入学者数 在学総数 
ウェディングプランナー学科 20 名 8 名 16 名 
ホテル・旅館・リゾート学科 10 名 0 名 3 名 
葬祭ディレクター学科 10 名 1 名 1 名 



（２）各学科概要等 
  各学科の概要につきましては、ホームページのコース紹介や学校パンフレットに記載しております

ので、そちらをご確認くださいませ。 
  ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校ホームページ（http://www.gbbc-ac.jp/） 
 
（３）学科カリキュラム 
 ウェディングプランナー学科 

 
授業科目 

1 年次 2 年次 総授業 

時数 
総単位数 

授業時数 単位数 授業時数 単位数 

専
門
科
目 

ウェディングスペシャリスト論 ８０ ５   ８０ ５ 

ウェディングプランナー論 ※ ４０ ２ ２０ １ ６０ ３ 

ブライダルマーケティング   ３０ ２ ３０ ２ 

ホテルビジネス論 ６０ ４ ６０ ４ １２０ ８ 

レストランサービス実務 ６０ ３ ６０ ３ １２０ ６ 

ドレスコーディネーター論   ３０ ２ ３０ ２ 

フラワー装飾作業法 ２０ １   ２０ １ 

フラワー装飾理論 ２０ １   ２０ １ 

リゾートウェディング研究   １５ １ １５ １ 

リゾートホテル・シティホテル研究   １５ １ １５ １ 

日本旅館研究・おもてなし実務 ３０ ２ ３０ ２ ６０ ４ 

葬祭セレモニー ６０ ４   ６０ ４ 

ブライダルゼミ   ２０ １ ２０ １ 

販売士論   ６０ ４ ６０ ４ 

 小計 ３７０ ２２ ３４０ ２１ ７１０ ４３ 

教
養
科
目 

秘書実務 ※ ６０ ４ ６０ ４ １２０ ８ 

コンピューターサービス ６０ ３ ６０ ３ １２０ ６ 

TOEIC ６０ ４ ６０ ４ １２０ ８ 

英会話 ６０ ４ ６０ ４ １２０ ８ 

中国語会話 ６０ ４ ６０ ４ １２０ ８ 

 小計 ３００ １９ ３００ １９ ６００ ３８ 

実
習
演
習
科
目 

トータルウェディング実習 ９０ ３ ９０ ３ １８０ ６ 

ホテルビジネス実務 ３０ １ ３０ １ ６０ ２ 

海外ウェディング実地研修   ４０ １ ４０ １ 

レストランサービス実習 ６０ ２ ６０ ２ １２０ ４ 

フラワー装飾作業実習 ３０ １   ３０ １ 

フラワー装飾実習 ３０ １   ３０ １ 

インターンシップ ３０ １   ３０ １ 

 小計 ２７０ ９ ２２０ ７ ４９０ １６ 

http://www.gbbc-ac.jp/


 合計 ９４０ ５０ ８６０ ４７ １８００ ９７ 

  ※ 群馬県美容専門学校との合同授業 

 

ホテル・旅館・リゾート学科 

 
授業科目 

1 年次 2 年次 総授業 

時数 
総単位数 

授業時数 単位数 授業時数 単位数 

専
門
科
目 

旅行業法 ３０ ２   ３０ ２ 

旅行業約款 ３０ ２   ３０ ２ 

運送・宿泊約款 ３０ ２   ３０ ２ 

国内運賃・料金 ３０ ２   ３０ ２ 

国内観光地理 ３０ ２   ３０ ２ 

国内旅行業務取扱管理者受験対策 １５０ １０   １５０ １０ 

国内カウンター販売   ３０ ２ ３０ ２ 

観光概論   ３０ ２ ３０ ２ 

観光マーケティング   ３０ ２ ３０ ２ 

ツアープランニング ２０ １ ２０ １ ４０ ２ 

ホテルビジネス論 ６０ ４ ６０ ４ １２０ ８ 

日本旅館研究・おもてなし実務 ３０ ２ ３０ ２ ６０ ４ 

リゾートホテル・シティホテル研究   １５ １ １５ １ 

リゾートウェディング研究   １５ １ １５ １ 

レストランサービス実務 ６０ ３ ６０ ３ １２０ ６ 

葬祭セレモニー ６０ ４   ６０ ４ 

販売士論   ６０ ３ ６０ ３ 

ブライダルマーケティング   ３０ ２ ３０ ２ 

 小計 ５３０ ３４ ３８０ ２３ ９１０ ５７ 

教
養
科
目 

秘書実務 ※ ６０ ４ ６０ ４ １２０ ８ 

コンピューターサービス ６０ ３ ６０ ３ １２０ ６ 

TOEIC ６０ ４ ６０ ４ １２０ ８ 

英会話 ６０ ４ ６０ ４ １２０ ８ 

中国語会話 ６０ ４ ６０ ４ １２０ ８ 

 小計 ３００ １９ ３００ １９ ６００ ３８ 

実
習
演
習
科
目 

海外リゾートホテル実地研修 
  

４０ １ ４０ １ 

レストランサービス実習 ６０ ２ ６０ ２ １２０ ４ 

インターンシップ ３０ １   ３０ １ 

ホテルビジネス実務 ３０ １ ３０ １ ６０ ２ 

 小計 １２０ ４ １３０ ４ ２５０ ８ 

 合計 ９５０ ５７ ８１０ ４６ １７６０ １０３ 

  ※ 群馬県美容専門学校との合同授業 

 



葬祭ディレクター学科 

 
授業科目 

1 年次 2 年次 総授業 

時数 
総単位数 

授業時数 単位数 授業時数 単位数 

専
門
科
目 

葬祭概論Ⅰ ６０ ３   ６０ ３ 

葬祭概論Ⅱ   ６０ ３ ６０ ３ 

葬祭ビジネス論Ⅰ ６０ ３   ６０ ３ 

葬祭ビジネス論Ⅱ   ６０ ３ ６０ ３ 

宗教儀礼 ３０ ２   ３０ ２ 

公衆衛生学 ３０ ２   ３０ ２ 

儀礼文化 ３０ ２   ３０ ２ 

グリーフケア   ３０ ２  ３０ ２ 

葬祭ディレクター総論   ３０ ２ ３０ ２ 

レストランサービス実務 ６０ ３ ６０ ３ １２０ ６ 

フラワー装飾作業法 ２０ １   ２０ １ 

フラワー装飾理論 ２０ １   ２０ １ 

ホテルビジネス論 ６０ ４ ６０ ４ １２０ ８ 

ブライダルマーケティング   ３０ ２ ３０ ２ 

販売士論   ６０ ４ ６０ ４ 

  ３７０ ２１ ３９０ ２３ ７６０ ４４ 

教
養
科
目 

秘書実務（接遇マナー） ※ ６０ ４ ６０ ４ １２０ ８ 

おもてなし実務 ３０ ２ ３０ ２ ６０ ４ 

コンピューターサービス ６０ ３ ６０ ３ １２０ ６ 

  １５０ ９ １５０ ９ ３００ １８ 

実
習
演
習
科
目 

フューネラルセレモニー企画 ６０ ２ ６０ ２ １２０ ４ 

室内装飾施行技法実習 ６０ ２ ６０ ２ １２０ ４ 

司会実習 ３０ １ ３０ １ ６０ ２ 

レストランサービス実習 ６０ ２ ６０ ２ １２０ ４ 

フラワー装飾作業実習 ３０ １   ３０ １ 

フラワー装飾実習 ３０ １   ３０ １ 

メイク・着付け ３０ １ ３０ １ ６０ ２ 

インターンシップ ６０ ２ ６０ ２ １２０ ４ 

 小計 ３６０ １２ ３００ １０ ６６０ ２２ 

 合計 ８８０ ４２ ８４０ ４２ １７２０ ８４ 

  ※ 群馬県美容専門学校との合同授業 

 

 

 

 



（４）進級及び卒業要件 
【学修評価方法】 

学修の評価は、科目により試験得点による評価や実習の成果、レポート内容・提出状況、受講態度

等を総合的に勘案し５段階の成績評価とし、C 評価以上を合格とする。 

S：特に優秀な成績・・・１００～９０点 
A：すぐれた成績・・・８９～８０点 
B：一応その科目の要求を満たす成績・・・７９～７０点 
C：合格と認められる最低の成績・・・６９～６０点 
F：不合格・・・５９点以下 

   
全学科とも試験は、以下のとおりとする。 

１年次 前期：期末試験   後期：進級試験 

２年次 前期：期末試験   後期：卒業試験 

 

【進級･卒業要件】 

進級時・・・１年次に定められた授業科目を履修し、単位を修得したもの。また、１年次に納入す

べき授業料その他の金額をすべて納入しているもの。 
卒業時・・・２年次以上在学し、学科に定める授業科目をすべて履修し、ウェディングプランナー

学科においては９７単位以上、ホテル・旅館・リゾート学科においては１０３単位以

上、葬祭ディレクター学科においては８４単位以上を修得したもの。また納入すべき

授業料その他の金額をすべて納入しているもの。 
 
（５）取得資格 
 

学科名 資格・検定 

ウェディングプラン

ナー学科 

認定ウェディングスペシャリスト・認定ウェディングプランナー・認定ドレスコーディネーター、レ

ストランサービス技能検定、フラワー装飾技能検定、ブライダルコーディネート技能検定、ホテルビ

ジネス実務検定、ＭＯＳ検定、ＴＯＥＩＣ、販売士３級、秘書技能検定、中国語検定ＨＳＫ、日本の

宿おもてなし検定 

ホテル・旅館・リゾー

ト学科 

ホテルビジネス実務検定、日本の宿おもてなし検定、国内旅行業務取扱管理者、レストランサービス

技能検定、観光士検定、観光地理検定、観光プランナー、全国観光特栽検定、ブライダルコーディネ

ート技能検定、秘書技能検定、ＴＯＥＩＣ、ＭＯＳ検定、販売士３級、中国語検定ＨＳＫ 

葬祭ディレクター学

科 

レストランサービス技能検定、フラワー装飾技能検定、アシスタントブライダルコーディネーター検

定、日本の宿おもてなし検定、ホテルビジネス実務検定、ＭＯＳ検定、販売士３級、秘書技能検定 

 
（６）卒業者数、卒業後の進路 
 【平成 30 年度卒業生実績】 

学科名 卒業者数 就職者数 進学者数 就職進学率 

ブライダル・ウエディング学科 15 名 15 名 0 名 100％ 
  



主な就職先については、ホームページや学校パンフレットに記載しておりますので、そちらをご覧 
ください。 

 
ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校ホームページ（http://www.gbbc-ac.jp/） 

 
 
Ⅲ教職員 
 ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校                  R1.5.1 現在 

学校長 
事務 

局長 

広報 

部長 

教務 

部長 

教務 

課長 

教員 

(専任) 

教員 

(兼任) 
事務員 合計 

1 名 1 名 1 名 
 

1 名 
 

1 名 
 

1 名 
 

12 名 1 名 19 名 

 
Ⅳキャリア教育・実践的職業教育 
 
（１）キャリア教育への取組状況 
  １．個別指導 
    就職担当者と担任により学生一人ひとりと納得できるまで話し合い、将来の方向性を定めてい

きます。その希望をもとに、ブライダル関連企業についての研究や就職に対するサポートを個

別に実施していきます。 
  ２．就職対策セミナー 
    本校のキャリア･サポーターや企業との連携により業界の形態や動向、求められる人材などの

情報のレクチャーや、就職活動の流れ、履歴書・エントリーシート作成指導、就職後に必要な

技術やマナーなどのアドバイスを行います。 
  ３．インターンシップ 
    本校では２年次にインターンシップを実施しています。業界の仕事を肌で感じ将来の職業に対

する理解を深めます。 
   
 
（２）実習・実技等の取組状況 
  本校では、以下の企業と教育連携を行い、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成することを 

目的に指導を行っております。 
 
  ＜教育連携企業一覧＞ 

授業科目名 連携企業名 対象学科 
トータルウェディング

実習 
冠稲荷神社 宮の森迎賓館 
ティアラグリーンパレス 

ウェディングプランナー学科 

 
（３）就職支援等の取組状況 

http://www.gbbc-ac.jp/


１．企業特別講話の実施 
    ブライダル、ホテル関連業種の担当者に来校していただき、会社概要や募集の詳細、各職種に

おける現場の体験談など業界を目指す学生にとって貴重な講義を実施しています。毎年、多数

の企業様に来校していただいています。 
  ２．就職情報の閲覧環境整備 
    求人票やガイダンス情報、企業パンフレット等の専用スペースを設け、常時閲覧できる環境を

整えております。 
 
Ⅴ様々な教育活動・教育環境 
 
（１） 学校行事への取組状況 

平成 30 年度実績 
4月 入学式 健康診断 ボーリング大会 
5月 ハワイリゾートウェディング研修 
7月 スペシャルデー  

ビューティウェディングビジュアルフェスティバル（三校合同） 
8月 夏休み 
9月 インターンシップ  
10月 運動会（三校合同）学園祭（三校合同） 
11月 校外研修(軽井沢リゾートウェディング＆ステイマナー研修) 
12月 クリスマスパーティー  
2月 卒業制作発表会 軽井沢 WEDDING AWARD 見学 
3月 卒業式 

 
（２）課外活動等の状況 
    平成 30 年度実績 

通年（週１回） 前橋駅から学校周辺における美化運動 
 
Ⅵ学生の生活支援 
 
（１）学生支援への取組状況 
  １．就職に関する支援 
   ・担任と広報・キャリア部によるサポート体制 
   ・インターンシップを実施 
  ２．その他の支援 
   ・学費など経済的な支援体制として奨学金貸与機関の斡旋 
   ・年１回、健康診断を実施 
   ・アルバイト求人を公開 
 
Ⅶ学生納付金及び修学支援 



 
（１） 学生納付金の取扱 

ウェディングプランナー学科 
 入学金 授業料 施設設備費 実習・研修費 教材費・諸費 合計 

１年次 100,000 円 580,000 円 200,000 円 270,000 円 240,000 円 1,390,000 円 

２年次    580,000 円  200,000 円  170,000 円   40,000 円 990,000 円 

 
ホテル・旅館・リゾート学科 

 入学金 授業料 施設設備費 実習・研修費 教材費・諸費 合計 

１年次 100,000 円 580,000 円 200,000 円 270,000 円 100,000 円 1,250,000 円 

２年次    580,000 円  200,000 円  220,000 円   30,000 円 1030,000 円 

 

葬祭ディレクター学科 
 入学金 授業料 施設設備費 実習・研修費 教材費・諸費 合計 

１年次 100,000 円 580,000 円 200,000 円 270,000 円 160,000 円 1,310,000 円 

２年次    580,000 円  200,000 円  170,000 円   40,000 円 990,000 円 

 
  修学支援の内容 

１．表彰制度 
最優秀学生賞、優秀学生賞、理事長賞、副理事長賞、各協会賞など卒業者対象に表彰していま

す。 
２．新幹線通学支援制度 

本校が定める遠隔地から通学した場合、定期代を一定料金補助する制度です。 
３．家賃支援制度 

本校が定める遠隔地から通学が困難と認められた場合、家賃の一部を補助する制度です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅷ学園の財務 
平成 30 年度財務諸表 

 

（単位：円）

収入の部

科目 金額

学生生徒等納入金収入 248,127,122

手数料収入 5,175,600

補助金収入 7,964,200

付随事業・収益事業収入 526,697

受取利息・配当金収入 2,054

雑収入 12,019,957

前受金収入 216,061,230

その他の収入 93,901,462

資金収入調整勘定 △ 251,536,634

前年度繰越支払資金 508,942,734

収入の部合計 841,184,422

支出の部

科目 金額

人件費支出 165,519,369

経費支出 109,061,384

施設関係支出 39,600,000

設備関係支出 748,440

その他の支出 93,608,100

資金支出調整勘定 △ 6,636,726

翌年度繰越支払資金 439,283,855

支出の部合計 841,184,422

資金収支計算書

平成30年4月1日から平成31年3月31日



 

（単位：円）

科目 金額

学生生徒等納入金 248,127,122

手数料 5,175,600

経常費等補助金 7,964,200

付随事業収入 526,697

雑収入 12,019,957

教育活動収入計 273,813,576

人件費 165,519,369

経費 181,050,846

徴収不能額等 33,401

教育活動支出計 346,603,616

教育活動収支差額 △ 72,790,040

受取利息・配当金 2,054

その他の教育活動外収入 0

教育活動外収入計 2,054

借入金等利息 0

その他の教育活動外支出 0

教育活動外支出計 0

教育活動外収支差額 2,054

経常収支差額 △ 72,787,986

資産売却差額 0

その他の特別収入 0

特別収入計 0

資産処分差額 0

その他の特別支出 0

特別支出計 0

特別収支差額 0

基本金組入前当年度収支差額 △ 72,787,986

基本金組入額合計 △ 40,348,440

当年度収支差額 △ 113,136,426

前年度繰越収支差額 △ 631,049,899

翌年度繰越収支差額 △ 744,186,325

（参考）

事業活動収入計（旧）帰属収入 273,815,630

事業活動支出計（旧）消費支出 346,603,616

事

業

活

動

支

出

の

部

教
育
活
動
外
収
支

事

業

活

動

収

入

の

部

事

業

活

動

支

出

の

部

特
別
収
支

事

業

活

動

収

入

の

部

事業活動収支計算書

平成30年4月1日から平成31年3月31日
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（単位：円）

資産の部

科目 金額

固定資産 2,078,277,678

流動資産 452,529,996

資産の部合計 2,530,807,674

負債の部

科目 金額

固定負債 0

流動負債 269,258,763

負債の部合計 269,258,763

純資産の部

科目 金額

基本金 3,005,735,236

繰越収支差額 △ 744,186,325

純資産の部合計 2,261,548,911

負債及び純資産の部合計 2,530,807,674

貸借対照表

平成31年3月31日
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アーツ サウンド ビジュアル専門学校 
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Ⅰ．平成 30 年度に定めた重点的に取り組むことが必要な 

目標や計画についての評価 報告 

 

 

 

 

 

１．国家試験や各検定の合格率の維持・向上を図る 

 国家試験や各検定では全国平均を上回る高水準を維持し、さらなる向上を目指す

為に試験対策授業の強化に取り組む。 

２．入学者数の拡大を図る 

 学生支援を充実させることで競合校との差別化を図ることや、オープンキャンパ

ス・進路ガイダンス・模擬授業の講師派遣・メディアを活用した情報発信など、広報

活動の強化をし、入学者数の拡大を図る。 

３．就職率（進路決定率）の維持・向上を図る 

 就職セミナーや就職ガイダンスを実施することで、望ましい職業観・勤労観及び職

業に関する知識や技能を身につけさせるとともに、自己の個性を理解し、主体的に進

路を選択する能力・態度を育成する。 

４．退学者・休学者の低減を図る 

 退学者・休学者の増加は財務基盤や広報活動に影響を与える恐れのある重大な問

題である。よって、該当学生への個別対応力強化（保護者との連絡強化、面談回数の

増加、学校全体としての対応）、勉学意欲の維持、指導法の改善などの対策を講じて、

退学者・休学者の低減に努める。 

５．地域貢献に努める 

 地域社会貢献の為にボランティア活動に積極的に参加する他、生涯学習にも目を

向け生涯学習社会の実現に貢献する。 
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１．国家試験や各検定の合格率の維持・向上を図る 

【サスーン スクールシップ ヘアスタイリスト学科】（群馬県美容専門学校） 

・美容師国家試験において全国平均を下回る結果となってしまった。 

・会場練習や衛生の練習など、美容師学科と共に例年以上の対策を行ったがこのような

結果になってしまったということは、教員自身が見落としている大きなポイントが

あると考えられる。 

・不合格者の自己情報開示請求の結果を確認し、教員全体で共有し合格率 100%を目指

す。 

 

【美容師学科】（群馬県美容専門学校）  

・美容師国家試験において合格率低下の原因追究のため、自己情報開示請求させ試験対

策について再度検討し直すとともに、教員の指導力向上に努める。 

・今年度より筆記試験の科目数が増えるため情報の収集を行い、学生の能力に応じた

対策を行う。 

・メイクアップ検定においては、筆記による不合格者が多かった。学科試験対策の見直

しと指導方法について検討する。 

 

【ビューティスタイリスト学科】（群馬県美容専門学校） 

・パーソナルカラリスト検定では、講師を変更したが、思うような結果につながらなか

った。 

・検定内容を重視しすぎて、本来のパーソナルカラーの楽しさが伝わらず、取り組みに

ばらつきがでてしまった。 

・検定受験の検討及び、実際につながる授業展開を増やしていく。 

・その他の検定では、引き続き合格率の維持に努める。 

 

【エステティック学科】（群馬県美容専門学校） 

・シデスコ試験においては、海外から来校する試験官の採点傾向、合格ラインの情報収

集を心掛け、全員合格をすることができた。 

・他の検定も引き続き合格率の維持に努めていく。 

 

【ウェディングプランナー学科】（ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校） 

・前年度より合格率が下がったレストランサービス技能検定、ホテルビジネス実務検定 

 は担当講師の変更に原因があると考えられる。 

・秘書検定に関しては昨年まで 2級取得を目指していたが、3級受験から挑戦するよう

に変更し合格率が上がった。更に上級の資格を目指していく。 
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・ブライダルコーディネート技能検定は第一回目で過去問の検証ができない中、高い合

格率に繋げることができたので全員合格を目指す。 

 

【舞台音響照明学科】（アーツ サウンド ビジュアル専門学校） 

・舞台機構調整技能士（国家検定）において学科試験は 3名全員が合格したが実技にお

いて 2名が不合格。検定に使用される機器の操作ミスが原因であったと考えられる。 

・今後は反省を踏まえ、実技実習授業を増加させ機器の不安要素を無くす。 

・学科試験は引き続き合格できるように過去問を使用し授業を行う。 

 

２．入学者数の拡大を図る 

【広報・キャリア部】 

《校外ガイダンス》 

  ・進学仲介業者が主催する校外進路ガイダンスでは進路の決まりつつある高校 3年生 

対象に学校説明を行う「学校別・個別ガイダンス」を中心に参加を行った。  

・参加可否については対象学年・場所・時期を厳しく精査して決定している。 

・アーツサウンドビジュアル専門学校に関しては高等学校への学校周知の向上により、

混同されがちだった「声優・俳優」「ミュージシャン」といった演者希望の学生はほ

とんどなく、本校分野にマッチした学生に対してのアプローチができたと感じてい

る。 

 

《校内オープンキャンパス・イベント》 

・オープンキャンパスでは学生募集を目標に学校・募集要項説明、施設見学はもちろん

のこと、参加者が希望分野で毎回異なる技術の体験ができるプログラムを実施して

いる。 

・在校生も参加させることで、将来像を想起させるとともに普段の学校生活の雰囲気を

伝え、入学後のミスマッチを防ぐ目的も兼ねている。 

・リピート来校を誘引するよう、イベント前には必ず参加済みの高校生にメールでお知

らせを行うことで来校促進を図った。 

・来校時には不安の払拭と親近感を持って接してもらえるよう積極的な声掛けを重視

して行った。 

・まずは入学者数を増やすことを念頭に置きながら、卒業までの学校生活と教育内容を

しっかりと理解して貰えるよう個別のフォローを心掛けていく。 

 

《県内メディア取材状況》 

  ・平成 30年度に本学園校内外で開催されたイベント・コンテストに対して行われたメ
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ディア取材は以下の通りとなっている。 

  ・本学園校への入学者は 9割以上が県内出身者となっている為、学生本人はもちろん保

護者にも向けた無料の効果的な広告媒体として今後も積極的に取材依頼を行ってい

く。 

 

《その他の学生募集活動》 

  ・その他の学生募集業務・広報活動として主に学校案内パンフレットの作成、学園ホー

ムページ内容管理、ＳＮＳでの情報発信、県内メディア広告への出稿、進学ポータル

サイト「ベスト進学ネット」への掲載を行った。 

 

《入学者数 前年度対比》 

  ・群馬県美容専門学校では全体で 11名増加し、昨年度大きく入学者数を減らしてしま

った美容師学科が 42 名→53名と微増ながらも上向きとなった。 

・ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校では昨年より 3名少なく、ブライダル分

野の人気低迷もあるが、次年度は新校舎移転・新学科設置と広報的なトピックも多く、

積極的に募集活動を行っていきたい。 

・アーツサウンドビジュアル専門学校では昨年度に引き続き好調を維持しているが、近

隣に競合校の存在が無いことを考えればより多くの入学者が期待できるので、こち

らも高校軽音楽部や演劇部との連携を図りながら広報を行っていく。 

・群馬県美容専門学校、ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校に関しては、やは

り近隣競合校との比較選択が入学者数に直結していると感じている。 

・学校教育の背骨となるカリキュラムや施設設備等、競合校との差別化を明確に魅力的

に打ち出すことで本学園校のアピールに努めていく。 

・昨年ご指摘いただいた高校訪問については、前述の高校内ガイダンスの際に必ず名刺

交換・情報交換を行い、学園トピックのアピールを行った。 

 

３．就職率（進路決定率）の維持・向上を図る 

【サスーン スクールシップ ヘアスタイリスト学科 

  ・就職希望者全員が 2年次早期内定。 

・3 名が複数のサロンに合格。 

・即戦力となる学生という学科の特色をより強くアピールしていき、今後も早期全員決

定を目指す。 

・ロンドンサスーンアカデミーでは認定校だけの特別なコースが受講できる為、進学と

いう選択肢も学生に周知させる。 
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【美容師学科】 

・就職ガイダンスや企業主催の説明会等に参加させ、就職に関する意識づけに努めた。 

・各担任の細かいアドバイスが、就職決定に結びついたため、今後も企業研究に努め、

個人個人にあったアドバイスが提供できるよう教職員全体で努めていく。 

 

【ビューティスタイリスト学科】 

・希望する職種のアルバイトなどを促し、業界の理解に努めさせた結果、ブライダル関

係は早々に内定をもらえた。 

・担任からの細かいアドバイス、求人情報の提供に努め、全員が希望する進路を歩むこ

とができるようサポートをしていく。 

 

【エステティック学科】 

・今年度も校内の会社説明会や大手サロンの個別説明会を実施し、早々に全員が希望す

るエステサロンに内定を頂くことができた。引き続き、担任や業界からの情報収集を

行い、就職サポートを行っていく。 

 

【ウェディングプランナー学科】 

 ・企業様に協力して頂き、特別セミナーを開催。 

・授業においてグループディスカッションや発表する機会を多くし、繰り返しの練習と

フィードバックで自信に繋がる努力をした。 

・個人面接の練習は企業や業種にあったアドバイスに努めた。 

・卒業生が来校した際に、在校生にアドバイスをしていくことで心に響いている様子が

伺えるので引続き行いたい。 

 

【舞台音響照明学科】 

  ・県内外の企業やプロダクションについての情報収集を行わせる。 

・各人の希望に沿った業種であるかを授業や面談にて指導する。 

・活動状況には個人差はあったが、全員が県内の企業に就職をすることになった。 

・給与面で学生の思いとの差異があり、内定まで時間がかかった。 

 

【広報・キャリア部】 

・美容系サロン、ブライダル・ホスピタリティ業界、エンターテイメント業界の各企業

の対応・情報交換に加え、求人情報の受付・整理・掲示を実施している。 

・群馬県美容専門学校では学校内での就職ガイダンスを年間 5回実施した。 

・個別に企業をお招きした校内企業講話や会社説明会も各校で（群馬県美容専門学校 4

件、ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校 7件、アーツサウンドビジュアル専
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門学校 1件）実施した。 

 

《平成 30年度 就職率》 

・群馬県美容専門学校、ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校、アーツサウンド

ビジュアル専門学校ともに就職希望者（進学/結婚/その他進路を除く）については就

職率 100%を達成することができた。 

・次年度もこの数字を継続できるよう企業よりの情報やトピックについては学校の窓

口としてスピード感を重要視して学生への公開に努めていく。 

・大きく学生数の増加したアーツサウンドビジュアル専門学校については積極的にこ

ちらから関連企業への訪問や挨拶を行い、求人情報や業界についての最新情報を定

期的にいただけるように注力をしていく。 

 

４．退学者・休学者の低減を図る 

【サスーン スクールシップ ヘアスタイリスト学科】 

  ・入学時から遅刻が多く、面談を繰り返していたが就職希望ということで 1名の退学者

をだしてしまった。 

・美容の魅力を早期に伝え、国家資格取得まで導ける指導を行う。 

 

【美容師学科】 

・各クラスで 4月中には個人面談を行い、その後も定期的に面談を行うことで、学生の

内面の把握に努めた。 

・各種イベントを開催し、コミュニケーションが自然に取れる環境を工夫した。 

・欠席や遅刻が続いた学生に対しては、保護者へ連絡し家庭と学校とで情報を共有する

ことで早期に状況の改善に努めた。  

 

【ビューティスタイリスト学科】 

・担当教員及び教員間のコミュニケーション不足が、学生対応の遅れを生じさせ、多く

の退学者をだしてしまった。 

・担当教員は、ビューティスタイリスト学科、兼エステティック学科の部長という立場

であったが、相談、報告がなく、業務の滞りもあり、昨年末退職に至った。 

・同じことを繰り返さないよう、細心の注意をはらい、ビューティスタイリスト学科の

建て直しに努める。 

 

【エステティック学科】 

 ・少人数なため、学生間の様子に注意し、些細な変化を見過ごさず、早めの面談、対応



- 7 - 
 

を心がけた。 

 ・2年生はシデスコ資格取得という目標に向けて、全員が同じ方向を見ることができた。 

【ウェディングプランナー学科】 

・ホームルームを多く設け、今まで以上に学生の様子を観察、また下校時などには積極

的に学生とのコミュニケーションを図り、状況の把握に努めた結果、退学率の低下に

繋がった。 

・入学後の早い時期に校内行事や校外研修などを開催し交流を深められるよう計画、

「楽しい」を感じる雰囲気作りに努めた。 

 

【舞台音響照明学科】 

・定期的に個人面談、休み時間、放課後に学生とコミュニケーションの機会を作った。 

・教員全員で情報を共有して学生対応にあたる。 

・将来への不安、人間関係の悩みについて時間を作りアドバイスを行った。 

 

５．地域貢献に努める 

【広報・キャリア部】 

・例年実施しているエステティックボランティアに加え、アーツサウンドビジュアル専

門学校の周知に伴い、新たにステージ・イベントスタッフ系ボランティア、また講習

依頼が増加している。 

・学生課外活動は社会・地域貢献だけに留まらず、学外での実地研修として貴重な学習

の機会であり、また情報発信として広報的な役割も強く、重要視している。 
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Ⅱ.平成 30 年度 評価項目の達成及び取組状況 報告 
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１ 教育理念・目標 

◆建学の精神  

「美しい心と技術の調和」 

◆教育目標（群馬県美容専門学校） 

（１） 教養高く、知識、技能に優れ、次の世代を担う社会人としての美容技術者の養成 

（２） 科学知識に加えて、自らの創意工夫により技術や感覚を養う能力の育成 

（３） お互いに尊重しながら、同じ目標に向かって努力する力の育成 

◆教育目標（ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校・ 

アーツ サウンド ビジュアル専門学校） 

（１） 教養高く、知識、技能に優れ、次の世代を担う社会人の養成 

（２） 自ら創意工夫する能力の育成 

（３） お互いに尊重しながら、同じ目標に向かって努力する力の育成 

◆校訓（群馬県美容専門学校） 

こころ（Heart）、技（Hand）、知（Head）の３Hの法則 

１．心：「ホスピタリティマインド、コミュニケーション能力、チームワーク」のある真

心の育成。 

２．技：「美しく、可愛く、華やか」を「正確、スピーディー」に表現できる技術と所作

の育成。 

３．知：「専門知識、教養、ビジネス能力」のある知識の育成。 

３H（心・技・知）をバランスよく大きく育成していくことで、社会に貢献できる有用

な人材になれるという法則です。 

◆校訓（ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校） 

Heart（まごころ）、Head（知識）、Hand（技能、所作）の「3Hの法則」 

１．Heart（まごころ）：「ホスピタリティマインド、コミュニケーション力、チームワー

ク」がある人財の育成。 

２．Head（知識）：「教養、専門知識、ビジネス能力」がある人財の育成。 

３．Hand（技能、所作）：美しく、可愛く、華やかさを正確にスピーディーに表現できる

人財の育成。 

３H（まごころ・知識・技能、所作）をバランスよく学ぶことで、総合力が身につき、

社会に貢献できる有用な人財になれるという法則 

◆校訓（アーツ サウンド ビジュアル専門学校） 

３H の法則（バランスの取れた 3つの Hを備えた人材の育成） 

Heart：「ホスピタリティマインド、コミュニケーション能力、チームワーク」まごころ 

Hand：「安全、正確、スピーディ」所作 

Head：「教養、専門知識、ビジネス感覚」知識 
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◆目的（群馬県美容専門学校 学則第 1条） 

本校は、学校教育法に従い、美容に必要な知識と技能を授けるとともに、豊かな人間性

を備えた人材の育成を目的とする。 

◆目的（ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校 学則第 1条） 

本校は、学校教育法に従い、冠婚葬祭業、観光業、宿泊業、またこれらを取り巻くサー

ビス業界などに必要な専門知識と実践的な技能を授けるとともに、豊かな人間性を備え

た人材の育成を目的とする。 

◆目的（アーツ サウンド ビジュアル専門学校 学則第 1条） 

本校は、学校教育法に従い、優れた専門性と豊かな創造性を教育の基本理念とし、文

化・芸術・舞台・音響・照明・ビジュアル分野に必要な知識と技能を養成するとともに、

文化的教養の向上を図り、社会に貢献し得る人材の育成を目的とする。 

上記の通り理念は、建学の精神と教育目標として、目的は、各校の学則第 1条に人材

育成像は校訓として明確に定まっている。これらを全教職員が理解をし、入学時に学生

全員で学生便覧を使用し読み合わせを行い学生に周知を図っている。保護者への周知

は、入学式での式辞や学生を通して周知を図っている。 

業界の動向やニーズ調査については、各学科においての業界関係者を教育課程編成

委員として、教育課程編成委員会を年 2回実施している。また、業界紙や業界新聞、ホ

ームページや SNS 等でも関連業界の情報をいち早く察知し各学科の将来構想を見据え

たうえで業界の動向やニーズも把握している。 

 

２ 学校運営 

   学校運営における組織の整備を行い、事業計画、情報システム化、コンプライアンス

体制をしっかり構築している。適時、マネジメントレビューを実施し現状確認、分析、

見直し、改善を図っている。運営組織や意思決定機能については、学生便覧に示され円

滑に運営されている。また、定期的に役職者会議や教職員会議を行うことにより、教職

員一同で情報の共有化をはかり、学生や保護者、その他の利害関係者からの苦情等への

対応及び信頼関係を構築している。 

 

３ 教育活動 

教育活動上の方針は明確であり、全教職員の意識統一がなされている。 

教職員については一定水準の人材を確保しており、外部研修への参加を推奨してい

る他、学内においても積極的に研修会を実施している。教員個々が職責の自覚のもと、

一層の自己研鑚に努めている。 

学生指導においては、個々の学生の習熟度・理解度を把握し、レベルに応じてサポー

トに努め、職業意識や自立意識の向上を図っている。 
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４ 学習成果 

   学習成果及び成績評価においては、カリキュラムに合わせたシラバスの作成により

評価目標や範囲を明確な基準で実施している。また、本校の履修管理システムを用いる

ことで、公正、公平に行われ成績証明書等にも反映させている。今後は、業界のニーズ

調査に基づき、評価項目が企業等から重要視されるよう通用性を高めていきたい。卒業

生の動向の把握に努め、卒業後のキャリア形成への情報収集をより一層深めていきた

い。 

 

５ 学生支援 

進路・就職に関する支援として、校内での就職ガイダンスや企業説明会を開催、各関

連業種の担当者に来校して頂き、会社概要や募集の詳細を説明して頂く機会を設けて

いる。また毎年４月に全学生対象の健康診断において学生の健康管理を行っている。

個々の学生相談として各担任が定期的に個人面談を行い、場合によっては保護者との

連携を密に行い、早期問題解決に努めている。 

 

６ 教育環境 

   教育環境については、専門性の高い実習が多いため施設、設備、機材関連が充実して

おり、定期的に管理、点検が行われている。防災対策に関しても年に 1回は避難訓練を

実施し、消防計画、地震対策措置の周知徹底に努めている。海外研修やインターンシッ

プ、校外実習などを積極的に行うことで企業実習を有効に活用し、即戦力として活躍で

きる人材を育成する教育環境を更に充実させていく。 

 

７ 学生の受入れ募集 

学生の受け入れ募集に関しては少子化の影響や本校該当分野における業界の波（特

に美容分野・ブライダル分野における人気低迷）もあり伸び悩んでいる面もあるが、入

学希望者に向けた本学園 3校の特色、目指すキャリア、学科・コース設定、学費・教材

費といった点は校内オープンキャンパス、校外ガイダンスにおいても適切に理解され

ていると感じている。特に各学校での多彩な学科・コース設定でのカリキュラム・取得

可能資格の差異においては卒業後の仕事選択においても重要な事項となり、近隣競合

校との差別化の為にも尚一層の浸透を図っていかなければならない。また入学時に交

わされる契約やそれに伴う文書等も慎重に管理を行い、適切に取り扱っている。 

今後も教職員が一丸となって、複雑化する高校生の個々の進学状況を理解し、丁寧に

フォローしていくことで信頼・信用される学生募集活動を日々心掛けていく。さらに外

部委員の意見を参考に各高等学校への訪問も定期的に実施し、高校生の動向や高等学

校毎の進路状況、OB・OG の活躍等の情報交換で高等学校との連携・コミュニケーショ
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ンの強化を図っていく。 

 

８ 財務 

   公認会計士監査が年 2回（5月と 10月）、学園監査が年２回（4月と 10月）適正に

行われている。財務諸表は、5月に行われる評議員会、理事会で公表を行い、その後

ホームページにて広く一般に公表もしている。 

近年の学生人数の減少につき財務基盤は厳しい状況になりつつある。学園の財務基

盤を継続的に安定に導けるよう、学生数を増やすことはもちろんのこと、できる限り

の経費削減に努め、予算の収支計画通りに予算管理を適正に行っていく。 

 

９ 法令等の遵守 

個人情報については、本学園の特定個人情報取扱規程に則り、適正に保護対策が取ら

れ、ネットワーク上のセキュリティ対策も行っている。また、各種文書の管理について

も本学園の文書管理規定に則り、適正に管理している。 

本学園は、専修学校設置基準及び各種法令を遵守し学校運営が適正に行われており、

法令の改正等にあたっても素早く対処している。法令の遵守は全教職員とも当然の義

務と認識しており、共通の認識として深く浸透している。 

自己点検・評価や内部監査に基づき提案された問題点や改善点は、法令を遵守し早急

に対応できる体制を確立している。また、自己点検・評価についてホームページにて公

表を行っている。 

 

１０ 社会貢献・地域貢献 

地域貢献・社会活動においては各外部団体、高等学校、また福祉施設等の様々なボラ

ンティア依頼について学校スケジュールを勘案の上、可能な限り積極的に参加を行っ

ている。学校としても学内に留まらない専門知識・技術の実践の場と捉えており、実際

のお客様（現場）を想定した貴重な学習の機会となっている。 

公開講座・見学等においても各団体・高等学校（教員個人含め）より直接、進学業社

を通じてと様々な打診にも対応している。また毎年開催されている学園祭ではシャン

プー・エステ・メイク・ネイルといった美容体験（群馬県美容専門学校）、カフェでの

バンケットサービス（ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校）、イベント運営（ア

ーツサウンドビジュアル専門学校）といった学校内での学びを直接披露・体感していた

だく場を設けており、本学園校の該当分野の幅広い職業理解を得ると共に地域への謝

恩の場としての機能も果たしている。 

 

 



 
 
 

 
 
 

平成 30 年度 
学校関係者評価委員会 

報告書 
 
 
 
 
 
 

評価対象期間 自：平成 30 年 4 月 1 日 

       至：平成 31 年 3 月 31 日 

 
 

評価実施日    令和元年 8 月 26 日 

 
 
 
 
 

学校法人 群馬県美容学園 

群馬県美容専門学校                 

ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校 
アーツサウンドビジュアル専門学校 



 
 
 

Ⅰ 学校関係者評価の概要と実施状況 

 
1．学校関係者評価の実施について 
 本校では、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」を踏まえ

た評価項目に対し、「平成 30 年度自己点検・自己評価」を行いました。その自己点検・評

価結果について学校関係者評価委員会を開催し、外部関係者の方々に第三者の視点で評価

して頂きました。学校関係者評価委員会での貴重なご意見や評価を今後の学校運営に反映

させ、改善を図ることでより良い教育活動を行ってまいります。 
 
2．学校関係者評価委員名簿 
評価委員名 所属及び役職 
山形 正喜 関東地区理容師美容師養成施設協議会 会長 
宮上 修 タカラベルモント株式会社 北関東理美容営業所 所長 
真下 英明 群馬県旅館ホテル生活衛生同業組合 専務理事 
高崎 利成 一般社団法人 日本音響家協会 代表理事 副会長 
新井 博 新井博法律事務所 弁護士 
富岡 政明 有限会社 富岡労務管理事務所 代表取締役 

 
学校教職員 所属及び役職 
住谷 知彦 群馬県美容専門学校/ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校/ 

アーツサウンドビジュアル専門学校 学校長 
黒田 奈々 群馬県美容専門学校 教務部長 
津久井 富美江 ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校 教務部長 
田上 聖晃 群馬県美容専門学校 部長代理 
長根 みちお 群馬県美容専門学校 教務課長 
萩原 保 ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校 教務課長 
横堀 正樹 アーツサウンドビジュアル専門学校 教務課長 
小田部 高幸 群馬県美容専門学校/ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校/ 

アーツサウンドビジュアル専門学校 広報・キャリア部長 
髙橋 憲一 群馬県美容専門学校/ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校/ 

アーツサウンドビジュアル専門学校 事務局長 
 



 
 
 

3．学校関係者評価委員会実施状況 
  開催日：令和元年 8 月 26 日（月）14：00～ 
  場 所：アーツサウンドビジュアル専門学校 1F スタジオ D 
  次 第 
  1）開会の言葉 

2）学校長挨拶 
  3）学校関係者評価委員紹介 
 4）協議事項 

Ⅰ．平成 30 年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画についての 
評価及び報告 

     ①国家検定や各検定の維持・向上を図る 
     ②入学者数の拡大を図る 
     ③就職率（進路決定率）の維持・向上を図る 
     ④退学者・休学者の低減を図る 
     ⑤地域貢献に努める 
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  5）閉会の言葉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

Ⅱ 評価報告 

 
Ⅰ．平成 30 年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 
①国家試験や各検定の合格率の維持・向上を図る 
【委員意見・評価】 
〔群馬県美容専門学校〕 

◆各検定の実技試験が目標の合格率に達していないのは指導方法やコミュニケー

ション等の基本的なことが欠けていたのではないか。これは経営の根幹や就職に

も関わる問題として見直していかなければならない。 
◆美容師のスタートに立つための国家試験合格は最低限の課題として継続性を持

って取り組むべき。 
  〔ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校〕 
    ◆概ね検定の合格率は高くこの数字を維持できるようこのまま頑張っていただき

たい。 
    ◆合格率も高く、該当分野ならではの特色ある資格を学校外にアピールしていく

こと。 
  〔アーツサウンドビジュアル専門学校〕 
    ◆舞台機構調整技能士検定では実技試験といえども理論（仕組み）をしっかりと教

えることが重要。場所や機材が変わったからといって扱えないのでは国家決定の

意味をなさない。 
【学校側】 

    ◇学生に不利益にならない様、検定における事前の調査や学校間・教員間での報

告・連絡・相談と常にアンテナを張った情報収集で各検定合格率 100％を目指して

いく。 
 

②入学者数の拡大を図る 
【委員意見・評価】 

    ◆卒業後の業界イメージが学校入学者に直結している。特に美容分野は業界が率

先して給与や勤務時間等の労働条件や福利厚生を見直し、イメージを回復させる

必要がある。 
◆学校に入学卒業した際の将来像「明るい未来」を提示、想起させる為に該当業界

で活躍する卒業生や成功している例を具体的に広告塔として積極的に活用すべき

ではないか。 
    ◆学園の組織力で卒業生とのネットワークを構築し、コミュニケーションを図る

ことで広報にフィードバックすることはできないか。 
【学校側】 

    ◇卒業後の該当分野業界の発展や健全化については学校側としてアクションを起



 
 
 

こすことは難しいが、卒業生の広報活用については今後、積極的に検討していく。

◇コース別の入学者数の増減については読みきれてはいないが、時代の流れを読

みながら高校生のニーズに応えられる様、分析を怠らず広報活動に注力していく。 
 

③就職率（進路決定率）の維持・向上を図る 
【委員意見・評価】 

    ◆三校ともに高い就職率は評価できる。引き続きこの数字の維持と就職先のそれ 
ぞれの特性を鑑みながらフォローを行ってほしい。 

【学校側】 
    ◇資格取得と就職は専門学校の重大な使命として、該当分野の業界への就職はも

ちろん、幅広い職業選択を視野に学校一丸となって取り組んでいく。 
 
 ④退学者・休学者の低減を図る 
 【委員意見・評価】 
  〔群馬県美容専門学校〕 
    ◆（ビューティスタイリスト学科）学生の半数が退学に至ったことについては残 

った学生の不安の払拭や連鎖反応を防ぐためにも学校側の対応として説明やその 
後のケアをしっかりと行わなければいけない。 
◆個人の問題ではなく学校全体の問題として捉え、悪いレッテルを貼られないよ 
う慎重に対応していくこと。 

【学校側】 
    ◇定期的な個人面談と日頃のコミュニケーションにより学生の抱える問題をフォ

ローしていく。 
 

 ⑤地域貢献に努める 
【委員意見・評価】 

◆スケジュールや依頼内容で可能な限り、今後も積極的に実施して欲しい。 
【学校側】 

◇広報的な効果も考えて、ますます強化していきたい。 
 
 

Ⅱ．平成 30 年度評価項目の達成及び取り組み状況 
①教育理念・目標 
【学校側】 

◇教育理念は、建学の精神と教育目標として、目的は、各校の学則第 1 条に人材 
育成像は校訓として明確に定まっている。これらを全教職員が理解をし、入学時 
に学生全員で学生便覧を使用し読み合わせを行い学生に周知を図っている。保護 
者への周知は、入学式での式辞や学生を通して周知を図っている。 



 
 
 

◇業界の動向やニーズ調査については、各学科においての業界関係者を教育課程 
編成委員として、教育課程編成委員会を年 2 回実施している。また、業界紙や業 
界新聞、ホームページや SNS 等でも関連業界の情報をいち早く察知し各学科の 
将来構想を見据えたうえで業界の動向やニーズも把握している。 

【委員意見・評価】 
    ◆教育理念や目標、建学の精神は、明確に定まっており、ホームページ上にも公表、 

在学生はもちろん、学校を目指す希望者にも周知を図っている。さらに、企業や業 
界のニーズを調査・把握し、連携することで教育活動に役立ててもらいたい。 

 
②学校運営 
【学校側】 

◇学校運営における組織の整備を行い、事業計画、情報システム化、コンプライ 
アンス体制をしっかり構築している。適時、マネジメントレビューを実施し現状 
確認、分析、見直し、改善を図っている。 
◇運営組織や意思決定機能については、学生便覧に示され円滑に運営されてい 
る。また、定期的に役職者会議や教職員会議を行うことにより、教職員一同で情 
報の共有化をはかり、学生や保護者、その他の利害関係者からの苦情等への対応 
及び信頼関係を構築している。 

【委員意見・評価】 
 ◆苦情等において、保護者の意見と学生の意見の相違がみられることがある場合 

は、即時職員会議等で共有し、皆が共通の認識をもって保護者や学生対応をして 
ほしい。利害関係者においても同様。 

 
③教育活動 
【学校側】 

◇教育活動上の方針は明確であり、全教職員の意識統一がなされている。教職員 
については一定水準の人材を確保しており、外部研修への参加を推奨している 
他、学内においても積極的に研修会を実施している。教員個々が職責の自覚のも 
と、一層の自己研鑚に努めている。 
◇学生指導においては、個々の学生の習熟度・理解度を把握し、レベルに応じて 
サポートに努め、職業意識や自立意識の向上を図っている。 

【委員意見・評価】 
 ◆各学校、各学科で求める教育技術にも違いがあると思われるので、研修会等の充 

実を計画し、さらに教育の質の向上を図る活動を行ってほしい。 
 

④学習成果 
【学校側】 

◇学習成果及び成績評価においては、カリキュラムに合わせたシラバスの作成に 



 
 
 

より評価目標や範囲を明確な基準で実施している。また、本校の履修管理システ 
ムを用いることで、公正、公平に行われ成績証明書等にも反映させている。今後 
は、業界のニーズ調査に基づき、評価項目が企業等から重要視されるよう通用性 
を高めていきたい。 
◇卒業生の動向の把握に努め、卒業後のキャリア形成への情報収集をより一層深 
めていきたい。 

【委員意見・評価】 
 ◆学習成果、成績評価は学期末、学年末に分析を行い次年度の参考にしてほしい。 

また卒業生の動向の情報収集においては今後の課題としていただき、在校生への 
教育活動へとフィードバックしていただきたい。 
 

⑤学生支援 
【学校側】 

◇進路・就職に関する支援として、校内での就職ガイダンスや企業説明会を開 
催、各関連業種の担当者に来校して頂き、会社概要や募集の詳細を説明して頂く 
機会を設けている。 
◇毎年４月に全学生対象の健康診断において学生の健康管理を行っている。個々 
の学生相談として各担任が定期的に個人面談を行い、場合によっては保護者との 
連携を密に行い、早期問題解決に努めている。 

【委員意見・評価】 
 ◆就職率がとても高いので学生や保護者の満足度も上がっているのではないか。 
 ◆卒業後の活動記録を行い、店舗毎の離職率等、今後の指導に役立ててはいかがだ 

ろうか。 
 

⑥教育環境 
【学校側】 

◇教育環境については、専門性の高い実習が多いため施設、設備、機材関連が充実 
しており、定期的に管理、点検が行われている。防災対策に関しても年に 1 回は避 
難訓練を実施し、消防計画、地震対策措置の周知徹底に努めている。 
◇海外研修やインターンシップ、校外実習などを積極的に行うことで企業実習を 
有効に活用し、即戦力として活躍できる人材を育成する教育環境を更に充実させ 
ていく。 

【委員意見・評価】 
 ◆教育環境は管理・点検が確実に実施されていると評価できる。 

 ◆防災については、火災だけでなくその他の災害についての対応も考えてはどう 
だろうか。 

 
⑦学生の受入れ募集 



 
 
 

【学校側】 
◇学生の受け入れ募集に関しては少子化の影響や本校該当分野における業界の波 
（特に美容分野・ブライダル分野における人気低迷）もあり伸び悩んでいる面もあ 
るが、入学希望者に向けた本学園 3 校の特色、目指すキャリア、学科・コース設 
定、学費・教材費といった点は校内オープンキャンパス、校外ガイダンスにおいて 
も適切に理解されていると感じている。特に各学校での多彩な学科・コース設定で 
のカリキュラム・取得可能資格の差異においては卒業後の仕事選択においても重 
要な事項となり、近隣競合校との差別化の為にも尚一層の浸透を図っていかなけ 
ればならない。また入学時に交わされる契約やそれに伴う文書等も慎重に管理を 
行い、適切に取り扱っている。 
◇今後も教職員が一丸となって、複雑化する高校生の個々の進学状況を理解し、丁 
寧にフォローしていくことで信頼・信用される学生募集活動を日々心掛けていく。 
さらに外部委員の意見を参考に各高等学校への訪問も定期的に実施し、高校生の 
動向や高等学校毎の進路状況、OB・OG の活躍等の情報交換で高等学校との連携・ 
コミュニケーションの強化を図っていく。 

【委員意見・評価】 
 ◆現状学生募集は適切に行われていると感じるが、学園のアピールポイントを全 

教職員で周知し統一、効果的に発信することで募集定員を満たす努力をより一層 
していただきたい。 

 
⑧財務 
【学校側】 

◇公認会計士監査が年 2 回（5 月と 10 月）、学園監査が年２回（4 月と 10 月）適 
正に行われている。財務諸表は、5 月に行われる評議員会、理事会で公表を行い、 
その後ホームページにて広く一般に公表もしている。 
◇近年の学生人数の減少につき財務基盤は厳しい状況になりつつある。学園の財 
務基盤を継続的に安定に導けるよう、学生数を増やすことはもちろんのこと、でき

る限りの経費削減に努め、予算の収支計画通りに予算管理を適正に行っていく。 
【委員意見・評価】 
 ◆学生数が減りつつあるので予算管理をさらに徹底してほしい。 
 

⑨法令等の遵守 
【学校側】 

◇個人情報については、本学園の特定個人情報取扱規程に則り、適正に保護対策が 
取られ、ネットワーク上のセキュリティ対策も行っている。また、各種文書の管理 
についても本学園の文書管理規定に則り、適正に管理している。 
◇本学園は、専修学校設置基準及び各種法令を遵守し学校運営が適正に行われて 
おり、法令の改正等にあたっても素早く対処している。法令の遵守は全教職員とも 



 
 
 

当然の義務と認識しており、共通の認識として深く浸透している。 
◇自己点検・評価や内部監査に基づき提案された問題点や改善点は、法令を遵守し 
早急に対応できる体制を確立している。また、自己点検・評価についてホームペー 
ジにて公表を行っている。 

【委員意見・評価】 
 ◆各種法令遵守は適切に保たれており、このまま学生への啓発も含め、適正に学校 

運営を行ってほしい。 
 

⑩社会貢献・地域貢献 
【学校側】 

◇地域貢献・社会活動においては各外部団体、高等学校、また福祉施設等の様々な 
ボランティア依頼について学校スケジュールを勘案の上、可能な限り積極的に参 
加を行っている。学校としても学内に留まらない専門知識・技術の実践の場と捉え 
ており、実際のお客様（現場）を想定した貴重な学習の機会となっている。 
◇公開講座・見学等においても各団体・高等学校（教員個人含め）より直接、進学 
業社を通じてと様々な打診にも対応している。また毎年開催されている学園祭で 
はシャンプー・エステ・メイク・ネイルといった美容体験（群馬県美容専門学校）、 
カフェでのバンケットサービス（ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校）、 
イベント運営（アーツサウンドビジュアル専門学校）といった学校内での学びを直 
接披露・体感していただく場を設けており、本学園校の該当分野の幅広い職業理解 
を得ると共に地域への謝恩の場としての機能も果たしている。 

【委員意見・評価】 
 ◆社会活動や地域貢献は積極的に行っており、評価できる。今後も学生の人間力の 

向上や地域のために貢献できる学校として機能を果たしてほしい。 
 
 
【委員意見総評】 
    ◆今後の健全な学校運営の為には教職員の一致団結、密なコミュニケーションと 

意思統一が絶対不可欠。減少する学生数の中で学生個々のパーソナルな部分も含 
めた情報共有を行い、学生から悩みや相談といった声を掛けやすい雰囲気作りを 
することで退学率の低下を防ぐことが課題。 
◆自己評価の点数が高すぎるのではないか。少子化の渦中にある学校経営の厳し 
さをもっと教職員全体で理解することが必要。それが理解出来ていればもっと数 
字は低いはず。 
◆「2 年間で教育し社会へ送り出す」を念頭に学生の特性を引き出し、必ずしも 
本校の該当分野業界だけに留まらず、その学生の個性に適した業界へと送り出 
せる、そういった教育機関・学校になって欲しい。 

   ◆学生に向けた専門家によるカウセンリングが必要なのではないか。学校内での 



 
 
 

生活やトラブルが原因の学生のメンタル不調については学校の危機管理としても 
取り組むべき。 

 
学校関係者委員会 総括 
【学校側】 

◇今回も沢山の貴重なご意見をいただいた。ご指摘いただいた箇所は早急に検討 
し、改善を行っていく。数字で図れる部分についてはより良い数字を目指すことは 
もちろんだが、数字で図れない部分についても教職員の意識を統一し対応してい 
く。 



【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数
フラワー装飾技能士　3級 ② 12人 9人
日本の宿おもてなし検定 ③ 15人 12人
認定ウェディングスペシャリスト ③ 15人 15人

人 ブライダルコーディネート技能検定 ③ 15人 14名
人

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

（平成 30

1 名 4.2 ％

■中退防止・中退者支援のための取組
ロングホームルームを多く設け学生の変化や状況を把握するように心掛ける。
ＯＢ、ＯＧ来校の際には、アドバイスをしてもらうが、在校生の心に響いているので今後も続けて実施する。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
特待生制度・・・特待生入試において成績・人物ともに優秀で、今後学業の継続が期待できるものに対し、授業料等の免除を受けることが出来る制度。
（H31年度生まで実施）
学生支援制度・・・遠隔地より通学する者や通学が困難で1人暮らしをする者に対し、新幹線通学支援や家賃支援を行う制度。

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無

平成30年4月1日時点において、在学者27名（平成30年4月1日入学者を含む）
平成31年3月31日時点において、在学者26名（平成31年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

金銭的理由による進路変更

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
URL:　http://www.gunbi.ac.jp

■就職率　　　　　　　　　： 100

令和1年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容

■卒業者数 15
■就職希望者数 15

■主な就職先、業界等（平成30年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
ホテル・ブライダル・葬祭セレモニー・ドレス・フラワー業界 （平成30年度卒業者に関する令和1年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの

③その他（民間検定等）

■自由記述欄

： 100
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数 15 人

キャリアデザインから企業研究、エントリーシート作成、履歴
書（志望動機）作成。ＳＰＩ、グループディスカッション、グルー
プ面接、個人面接などの指導。試験のタイミングに合わせた
指導

長期休み

■学年始め：4月3日
■夏　　季：7月30日から8月31日
■冬　　季：12月24日から1月4日
■学 年 末：3月5日から3月29日

卒業・進級
条件

進級：1年次に定められた授業科目を履修し、単位を取得たしたも
の。また、納入すべき授業料その他の金額をすべて納入している
もの。
卒業：2年以上在学し、定める授業科目を履修し、97単位を修得し
たもの。また、納入すべき授業料その他の金額をすべて納入して
いるもの。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 自治会活動（通学路のボランティア等）

本人への電話・メール連絡、欠席理由の確認、保護者への連
絡、生活状況の確認

■サークル活動： 無

学期制度
■前期：　4月1日から9月30日
■後期：　10月1日から3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
各学期末に行う試験、実習の成果、ﾚﾎﾟｰﾄの内容・提出状況、受
講態度等を総合的に勘案する

40人 16人 0人 3人 10人 13人

時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
1800 1310 490

認定年月日 平成29年2月24日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

商業実務 商業実務専門課程 ウェディングプランナー学科
平成25年文部科学省

告示第2号
―

学科の目的
ブライダル業界は特殊な技能や知識が必要であり、本学科ではウェディングプランナーをはじめ、ドレスコーディナーターやフラワーコーディネーターなど
実践的かつ専門的なカリキュラムの実施により、総合的な力を持つスペシャリストを養成を目的としています。

027-230-2266
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人群馬県美容学
園

平成9年3月27日 理事長　松本 一郎
〒371-0006
群馬県前橋市石関町136-1

（電話）

ウェディング・ホテル＆
ツーリズム専門学校

平成22年7月30日 住谷　知彦
〒371-0024
群馬県前橋市表町1-28-13

（電話） 027-289-5550

（別紙様式４）

令和1年9月10日※１
（前回公表年月日：平成30年9月　14日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地



種別

①

③

③
冠稲荷神社　宮の森迎賓館 ﾃｨｱﾗｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾚｽ
権宮司

Ｈ30.4.1～R3.3.31(3年）

小田部　高幸
ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校
広報・キャリア部長

Ｈ30.4.1～R3.3.31(3年）

萩原　保
ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校
教務課長

Ｈ30.4.1～R3.3.31(3年）

末松　実千代
ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校
教員

Ｈ30.4.1～R3.3.31(3年）

（開催日時）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

開催頻度・・・年2回開催

平成31年4月1日現在

住谷　知彦
ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校
学校長

Ｈ30.4.1～R3.3.31(3年）

髙橋　憲一
ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校
事務局長

Ｈ30.4.1～R3.3.31(3年）

石﨑　みどり ウェディングスビューティフル協会　事務局長 Ｈ30.4.1～R3.3.31(3年）

志村　嘉治 ホテル　ラシーネ新前橋 Ｈ30.4.1～R3.3.31(3年）

津久井　富美江
ウェディング・ホテル＆ツーリズム専門学校
教務部長

Ｈ30.4.1～R3.3.31(3年）

大塚　嘉崇

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

企業等との連携を図り、ブライダル業界の動向やニーズ、現場で必要な知識や技術等をヒヤリングし分析した上で、本校
の授業内容や方法の改善を行い、より専門性の高い教育を提供し、ブライダル業界で活躍する人材の育成に努める

（２）教育課程編成委員会等の位置付け

教育課程編成委員会は学校法人群馬県美容学園教職員と企業関係者等の外部委員からなり、たがいの意見を十分に活
かし、より良い教育課程の編成を協力して行うものと位置づける。また、意思決定の過程は以下の通りである。
【１：次年度の教育課程編成（方針やカリキュラムの決定）】
　企業関係者等の外部委員より、専攻分野に関する業界の動向をヒヤリングし、委員会で協議、次年度の教育課程編成
の基本方針を決める。その方針を基に前年度の課題をふまえたカリキュラム等を決定し、教育課程の骨組みを完成させ
る。
　その後、委員会構成員の本学園教職員によって、外部役員から集約した改善意見等を反映しつつカリキュラム等の詳
細を決定する。

【２：当年度の教育課程編成の実績を検証、課題等抽出】
委員会構成員である学園職員により、在校生・担当講師からの意見・広報状況等の情報を収集し、委員会にて企業関係
者等の外部役員へ開示する。そのうえで、現時点での問題点・改善点等を検証し、次年度へ向けた改善の基本方針を定
める。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

第１回　平成30年2月27日（火）　14：00～15：30
第２回　平成30年9月13日（木）　14：00～15：30

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
おもてなし検定などは、実際にブライダル、ホテルや旅館で必要な接遇であるとのご意見から、上級を目指すために演習
を多く取り入れた。また、サービス業に必要な笑顔・敬語・コミニュケーションスキルのアップの為に日常会話から改善に努
める。また、30年度よりブライダルコーディネート技能検定が開始され、今後の活躍や更なるスキルアップのために重要な
資格と捉え授業構築をしていく。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
企業等との連携により、職業に対する意識やモチベーションを高め、実践的な知識や技術を学ぶことでブライダルスペ
シャリストとしての能力を培い、卒業後にブライダル業界で活躍できる人材の育成を行う。



②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「ブライダル講師のため勉強会」（連携企業等：ウェディングスビューティフル協会）
期間：令和元年3月中旬予定　　　　　　　　　対象：大学、短大、専門学校教職員
内容：認定スペシャリスト(日本のウェディングプランナー、ドレスコーディネーター）の資格取得のための指導ポイント、他
校様との情報交換など

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

学校評価ガイドラインの項目に基づいて、学校教育活動等の総合的な状況について、学校関係者評価委員が基準を満た
しているかどうかの判断を中心とした評価を実施する。

研修名「第50回北関東ブロック大会開催」（連携企業等：一般社団法人　群馬県専修学校各種学校連合会
）
期間：令和元年8月27日～8月28日　　　　　対象：群馬県専修学校各種学校
内容：第50回北関東信越ブロック大会。教員の資質能力を向上のためのご講話拝聴、他校の教職員との情報交換など。

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「葬祭ディレクター技能審査協会教育機関認定校会議」（連携企業等：葬祭ディレクター協会）
期間：令和元年6月8日（金）　　　　　　対象：葬祭ディレクター協会認定校
内容：葬祭ディレクター協会の認定校の承認を得る為の学科カリキュラムや実習カリキュラムについての意見交換会

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

学生指導力を強化していくために、最先端のアイテムや業界の情報収集の為に各種団体が開催している教員資質能力を
向上するための研修等へ積極的に参加させる。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ実
習

神社権宮司より参拝の作法,神道について、神前結婚式と
雅楽、神社祭式行事作動等、日本文化やブライダル業界
で従事していくために必要な知識や技術、立ち居振る舞い
を教授して頂く。

冠稲荷神社　宮の森迎賓館 ﾃｨｱﾗ
ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾚｽ

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

冠稲荷神社　宮の森迎賓館 ﾃｨｱﾗｸﾞﾘｰﾝﾊﾟﾚｽの権宮司より参拝の作法,神道について、神前結婚式と雅楽、神社祭式行事
作動等、日本文化やブライダル業界で従事していくために必要な知識や技術、立ち居振る舞いを教授して頂く。

（３）具体的な連携の例

研修名「ハワイ研修」（連携企業等：スターウッド ホテル＆リゾート ワールドワイド Inc.、マサコフォーマルズ）
期間：令和元年5月30日（水）～6月4日（月）　　　　　　対象：海外研修引率
内容：海外ウェディング人気No.1のリゾートハワイにてチャペルや施設の見学、ハワイウェディングの魅力と日本との違
い、リゾートホテルの視察研修ではビジネスホテル、シティーホテルとの違いやおもてなしの心を学ぶ。



種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

企業等委員

（１１）その他

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事への取組み、課外活動状況
（６）学生の生活支援 学生支援の取組状況
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金の取扱、修学支援の内容

（２）各学科等の教育 入学者数、総定員数、在学人数、カリキュラム、進級卒業要件、取得資格、卒
業者数、卒業後の進路

（３）教職員 教員数
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取組み、企業との実習等の取組、就職支援

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

企業等と連携・協力を推進する為に、学校の情報を提供し、企業との信頼関係をより深めるとともに、企業からの助言･指
導を学校運営に取り入れ更なる学校発展を目指す

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法
URL:http://www.gunbi.ac.jp

（８）学校の財務 収支計算書、貸借対照表
（９）学校評価 自己点検・評価、学校関係者評価報告
（１０）国際連携の状況

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 建学の精神、教育目標、校訓、沿革、

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:http://www.gunbi.ac.jp

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

さまざまなスタイルがある結婚式ですが、施設や会場によっては演出などに制限があるので、基本的な事柄をしっかりと
指導。また、笑顔やコミニュケーション能力のスキルアップに重きを置き、指導にあたっていく

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和元年6月1日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守
関係法令、設置基準等の遵守、個人情報の保護、学校評価、教育情報の公
開

（１０）社会貢献・地域貢献 社会貢献･地域貢献、ボランティア活動

（１１）国際交流

（６）教育環境 施設設備等、学内外実習･インターンシップ等、防災･安全管理

（７）学生の受入れ募集 学生募集活動、入学選考、学納金

（８）財務 財務基盤、予算･収支計画、監査、財務情報の公開

（３）教育活動 目標設定、教育方法･評価等、成績評価･単位認定等、教員･教員組織

（４）学修成果 育成人材像に沿った成果が上げられているか、卒業生の社会的評価

（５）学生支援 就職等進路、学生相談、学生生活、保護者との連携、卒業生への支援

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 理念、目的、育成人材像、特色ある教育活動、将来構想

（２）学校運営 運営方針、事業計画、運営組織、人事･給与制度、情報システム

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

山形　正喜
関東地区理容師美容師養成施設協議会　会
長

Ｈ30.4.1～R3.3.31（3年）

富岡　政明 (有)富岡労務管理事務所　代表取締役 Ｈ30.4.1～R3.3.31（3年）

髙崎　利成 一般社団法人 日本音響家協会 R1.6.1～R3.3.31(2年）

宮上　修 タカラベルモント㈱北関東理美容営業所　所長 Ｈ30.4.1～R3.3.31（3年）

真下　英明 群馬県旅館ﾎﾃﾙ生活衛生同業組合 R1.8.1～R3.3.31(2年）

新井　博 新井博法律事務所　弁護士 Ｈ30.4.1～R3.3.31（3年）
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○
ウェディング
スペシャリス
ト論

米国認定”認定ウェディングスペシャリス
ト”資格取得を目指し専門知識・ブライダ
ルビジネス・顧客管理・語学・コミュニ
ケーションスキルを学びます

1
通

80 5 ○ ○ ○ △

○
ウェディング
プランナー論

日本におけるブライダルの歴史・慣習・専
門用語をはじめ挙式披露宴に関するさまざ
まな知識を学びます。

1
･
2
通

60 3 ○ ○ ○ △

○
ブ ラ イ ダ ル
マーケティン
グ

社会の現状、地域の特性、お客様のニー
ズ、市場調査をもとに理解分析をし、企画
販売に役立てられる方法と知識を学びます

2
通

30 2 ○ ○ ○

○
ホテルビジネ
ス論

【1年】ホテル業務の基礎知識、フロント・
宿泊・料飲・宴会業務を中心とした基本機
能と特性を学びます
【2年】ホテルの基本機能、マーケティン
グ、マネジメント感覚などを学習。ホテ
ル・ブライダルに関する業務を体系的に学
び、ホテルビジネス実務検定1級対策授業も
行います。

1
･
2
通

120 8 ○ ○ ○

○
レ ス ト ラ ン
サービス実務

【1年】ホテル、レストラン、結婚披露宴で
欠かすことの出来ない食事、料飲について
の基本的な知識を技能、最高のサービスマ
ナーを学びます。
【2年】ホテル、レストラン、結婚披露宴で
欠かすことの出来ない食事、料飲について
の基本的な知識を技能、最高のサービスマ
ナーを学びます。

1
･
2
通

120 6 ○ ○ ○

○
ド レ ス コ ー
ディネーター
論

婚礼衣装業務に係わる専門知識や流行、ド
レスコーディネーターとしての基礎知識
と、ベールやグローブ・アクセサリーとの
相性や組み合わせを学びます。

2
通

30 2 ○ ○ ○ △

○
フラワー装飾
作業法

季節の花、花の特性、フラワー装飾の基本
的な知識を学習します。ブーケ、ブートニ
ア、アレンジメントフラワーなどに加え国
家検定フラワー装飾技能検定の資格取得を
目指します。

1
通

20 1 ○ ○ ○

○
フラワー装飾
理論

結婚式を彩る花についての知識、ブーケや
テーブル装花のアレンジ方法、シチュエー
ションに合わせたコーディネート方法を学
びます。

1
通

20 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（商業実務専門課程ウエディングプランナー学科）令和元年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
リゾートウェ
ディング研究

人気のリゾートウエディングの現状を把握
し、人気の理由や特徴などについて研究し
ていきます。

2
通

15 1 ○ ○ ○

○
リゾートホテ
ル・シティホ
テル研究

ビジネスホテル、シティーホテル、リゾー
トホテルの違いを理解し、さまざまなスタ
イルのホテルについて研究します。

2
通

15 1 ○ ○ ○

○
日 本 旅 館 研
究・おもてな
し実務

【1年】お客様から「好感」を得られるよ
う、心構え、身だしなみ、立居振る舞い、
言葉づかいなどの基本を修得し業務の流れ
をしっかりとマスターし接遇によるおもて
なしを学び、「おもてなし検定初級」を目
指します。
【2年】お客様のご満足と確実なプラス評価
をコンスタントに頂けるよう「気づき」
「気働き」能力を身に付け「おもてなし検
定中級」を目指します。

1
･
2
通

60 4 ○ ○ ○

○
葬 祭 セ レ モ
ニー

基本的な葬儀用語の意味や由来を学習し、
葬儀の社会的・心理的役割や宗教との関
係、文化、葬祭における作法・法律などの
知識を学びます。

1
通

60 4 ○ ○ ○

○
ブライダルゼ
ミ

卒業制作として、ブライダル業界における
テーマを考え調査研究を行い、問題の提起
やオリジナル企画を考案しプレゼンテー
ションを行います。

2
通

20 1 ○ ○ ○

○ 販売士論

多様化・高度化した顧客のニーズを的確に
捉え、商品の開発や仕入れ、販売、物流な
どを効果的に行うことが出来る販売方法を
学びます。

2
通

60 4 ○ ○ ○

○ 秘書実務

言葉遣い、電話の対応、接客のマナー、
ファイリング、文書の事務処理、社会人と
して必要な一般教養を学び秘書実務検定取
得を目指します。

1
･
2
通

120 8 ○ ○ ○

○
コ ン ピ ュ ー
ターサービス

ビジネス文書の作成、表計算、パワーポイ
ントなどのスキルを身につけ、資料作成、
ペーパーアイテムの作成方法、プレゼン
テーション資料作成などを学びます。

1
･
2
通

120 6 ○ ○ ○

○ TOEIC
英語によるコミュニケーション能力を幅広
く評価し、就職時の英会話能力の評価に用
いられる検定の取得を目指し学びます。

1
･
2
通

120 8 ○ ○ ○



○ 英会話

外国のお客様とのコミュニケーションをス
ムーズに取れるよう、日常のホテルやレス
トランなどでよく使う英語をネイティブの
講師により学びます。

1
･
2
通

120 8 ○ ○ ○

○ 中国語会話

中国からのお客様や、さまざまなシーンで
必要とされる中国語を基礎から学び、想定
される状況に応じた対応が出来るよう学び
ます。

1
･
2
通

120 8 ○ ○ ○

○
トータルウェ
ディング実習

ブライダルをトータルで学ぶ。ブライダル
に伴うフラワーアレンジメント（会場装
飾）、テーブルコーディネート、ペーパー
アイテム、留袖の着付け、ドレス選択から
フィッティングまでを、テーマやシーンに
合わせて作成することをまでを学びます。

1
･
2
通

180 6 ○ ○ ○ ○

○
ホテルビジネ
ス実務

【1年】ドアマン、ベル、クローク、フロン
トなどお客様のチェックインからチェック
アウトまでの基礎知識を実習によって身に
付けます。
【2年】ホテルの基本機能、バー、料飲サー
ビス、ブライダルなどの宴会サービスに関
する業務を体系的に学び身に付けます。

1
･
2
通

60 2 △ ○ ○ ○

○
海外ウエディ
ング実地研修

ハワイ研修の際に、現地で行われるホテル
やチャペルの視察、模擬挙式などを体験
し、リゾートウェディングを学びます。

2
通

40 1 ○ ○ ○

○
レ ス ト ラ ン
サービス実習

【1年】ホテル、レストラン、結婚披露宴で
欠かすことの出来ない食事、料飲について
の基本的な知識と技能、最高のサービスマ
ナーを学びます。
【2年】料飲サービスにおける唯一の国家検
定であるレストランサービス技能検定3級取
得対策授業で資格取得を目指します。

1
･
2
通

120 4 ○ ○ △ ○ △

○
フラワー装飾
作業実習

ブーケ・ブートニアを始め卓上装花、チャ
ペル、ウェルカムボードなど、装飾方法を
学び、国家検定フラワー装飾技能検定の対
策授業も行います。

1
通

30 1 ○ ○ ○

○
フラワー装飾
実習

メインテーブル、卓上装花、ハロウィン、
クリスマスなどのアレンジメントから、
テーマ別の装飾などを演習により習得しま
す。

1
通

30 1 ○ ○ ○

○
イ ン タ ー ン
シップ

企業で就業体験を行う。実際にお客様相手
のサービスを学び、ビジネスパーソンとし
ての基本を身につけます。

1
通

30 1 ○ ○ ○

　　　26科目

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

2年以上在学し、定める授業科目を履修し、97単位を習得したもの
１学年の学期区分 2期
１学期の授業期間 21週

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

授業期間等

合計 1800単位時間(    97単位)

卒業要件及び履修方法
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